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大分森林管理署

取組名 景観を配慮した看板、標識類等の設置

署等名 大分森林管理署

取組を行う背景・経緯 旧署名の看板や標識類が登山道周辺等に散在。集中的に整備を

図る。

・男池～かくし水にかけての歩道沿いの看板の整備・撤去

実施した取組の内容、

成果等 ・男池～かくし水までの歩道沿いの樹名板設置(４５本)と、自然

観察会、樹名盤の設置等により、一般国民への国有林のＰＲが

図れた。

取組体制 大分署全職員・ＮＰＯ法人久住高原みちくさ案内人倶楽部

自己評価 外部の民間団体等と協力して実行できたことにより、外部団体との調整能力

・情報発信の向上が図れた

今後の展望 今回出来なかった、標識看板の撤去・立替・修理を続けて実施していくこ

とにより、更なる国有林のＰＲをしていく。

新聞等掲載状況


